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原稿・情報をお寄せください

□お店探訪（２～７ページ）
ユニークな経営、集客、地域活動などを行ってい

る生衛業関係のお店をお知らせください。自薦・他
薦を問いません。
□センターにゅうす（８～10ページ）

都道府県の各生活衛生営業指導センターで計画
中、あるいは実施した特色ある企画や活動など。
□特相員だより（18ページ）

生衛業の開店・融資・経営などの相談にまつわる
成功・失敗談やエピソードなど。
□せいえい短信（19ページ）

中央・地方、団体・個人を問わず、生衛業に関す
る情報・話題をお寄せください。
□その他、ご意見や提言
□投稿方法

郵送、Fax、E-mailで。郵便番号、住所、氏名
（匿名希望の場合はその旨を）、電話番号などの連絡
先を明記してください。
□送り先
〒111－0051
東京都台東区蔵前３－15－１エスピービル
菅原印刷株式会社　生衛ジャーナル制作部
Tel : 03-5687-2211（代）Fax : 03-5687-2310
E-mail : journal@sugawara-p.co.jp

元気発進、地域から発信！

今号の特集テーマは
「喜びを（お客さまと）
ともに」。お店探訪に
ご登場ねがった３店に
共通するのは、経営者
がしっかりした経営コ
ンセプトを堅持してい
ること。
お客さまにおもねる
のではなく、自分の信

念を貫くことで、結果
としてお客さまから共
感を得ている。そこに、
お客と経営者の共通の
喜びがある。
特集のシンボル・キ
ャラクター、カニ＝イ
ラスト＝よ、来年こそ
は不況をカットしてく
ださい。
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昨年１月の省庁再編に伴

い、国民生活金融公庫の生活

衛生貸付関係の業務を行う当

時の生活衛生局企画課と生活

衛生同業組合の業務を担当し

ていた指導課が統合され、生

活衛生関係全般の業務を所掌

する健康局生活衛生課が発足

し２年が経過しました。本年

８月30日より、当課の２代

目課長として私が就任しまし

たので、遅ればせながら、この誌面をお借りし

てご挨拶を申し上げたいと思います。

私は、平成６年から７年にかけて生活衛生局

の企画課の補佐として一度執務した経験があり

ます。当時のトピックとしては、現在の健康局

長の高原局長が食品保健課長として食品衛生法

の改正を行ったこと、阪神淡路大震災が起こり

環境衛生金融公庫をはじめとする政府系金融機

関の災害復興特別融資制度が作られたこと。何

度目かの特殊法人改革が検討され環境衛生金融

公庫も話題になったが、その際には整理の対象

とならなかったこと、指導課で理容師法、美容

師法の議員立法による改正が行われ、受験資格

が高卒となり、実地習練が廃止されたことが思

い出されます。

現在京王線沿いに住んでいますが、商店街が

購入金額に応じてスタンプを配り、集めると賞

品を配るという運動やイベントを結構熱心にや

っています。現職に就いてか

ら、いくつか理髪店をはしご

してみたり、スーパーをやめ

て肉屋や鳥肉専門店で買い物

をしてみたりということを始

めています。引越して２年で

すが、飲食店の廃業と新規開

業の多いのには驚かされま

す。それも系列店では一定の

採算点以下だと撤退も早いか

らでしょうか、チェーン店が

ころころ替わってかえって個人営業はがんばっ

ている印象を受けます。近くの公衆浴場もを訪

れてみました。

長引く不況の中、また新たな衛生上の課題や

消費者のニーズの変化や高度化等もあって生活

衛生16業種の皆さんは大変苦労の多いことと

思います。

新任課長として、各業界の皆さんのご要望に

できるだけ応えていきたいと考えておりますの

で、是非ご相談にきてください。

また、先日も食鳥肉販売業の振興指針策定の

参考にするために、同業組合連合会の推薦を受

けて東京十条の食鳥肉販売店を見学させていた

だき、大変貴重なお話を聞くことができました。

これからもそのような現場を訪れて、皆さんが

工夫されていることや問題と思っていることを

実際に見聞きしていきたいと思っています。

今後とも現場訪れ、実情見聞へ

厚生労働省健康局
生活衛生課長

芝田　文男
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東京・大田区で美容室を営む

梅澤和（より）が自転車で向か

った先は、近所に住む90歳の

一人暮らしのおばあさん宅。美

容院に出向けない人のために出

張美容を行うようになって20

年を超える。髪を整え、きれい

になると、こわばっていたお年

寄りの表情が和む。その喜びを

自分の感激にして、今日も梅澤

は、優しい笑顔を振りまく。

（文中敬称略）

日が差し込む部屋の中心に、

ヘルパーが既にいすを用意して

くれていた。梅澤は、周りに手早

く新聞紙を引く。訪問先になる

べく面倒をかけないようにと、

梅澤は準備万端だ。用意が整う

と、膝を患っているおばあさん

が、おぼつかない足取りで部屋

へ入ってきた。

「お元気でした？」。梅澤は、

耳元で大きめの声をかけ、おば

あさんにすかさず手を貸す。

「こんな近くに出張美容をし

てくれる人がいるなんて知らな

かったの。自転車をよけ損ねて、

膝を怪我してから外出できなく

なったでしょ。自分で髪を切っ

ていると、後ろなんか見えない

から、ひどい切り方してね。今

は、全部任せっきり」。３か月

ぶりのカットだというおばあさ

んは、うれしそうだ。

切った髪が床に落ちないよう

に、ビニール製の用具を首に巻

く。このエリマキトカゲを思わ

せるものは、介護美容には必需

品だ。寝たきりのお年寄りをシ

ャンプーする時にも使ってい

る。

おばあさんは、梅澤を待って

いたかのように、庭の柿の木の

実り具合や息子の近況などを話

し始める。その間も、梅澤の手

は忙しそうに動いている。

集中力のないお年寄りには、

短時間で仕上げるのが重要なポ

イントなのだ。

大田区は昨年から、要介護高

齢者出張美容サービス事業とし

て、65歳以上で介護認定度３

以上のお年寄りに、介護サービ

ス理容・美容利用券を支給して

いる。認定度３とは、１人で服

を着たり、風呂に入ったりでき

ない状態が基準。

出張美容では、梅澤は、この

利用券を受け取り、後日１件に

つき、4,965円を区から受け取

る。眉の手入れはサービスだ。

「できましたよ。鏡を見てく

ださい。いかがですか？」

渡された手鏡を見ると、おば

あさんの顔はぐっと和らぐ。

「まぁ、さっぱりして気持ちい

い」と、はにかみながらも、表

情は喜びにあふれている。

お年寄りは心から喜んでくれ

るから、充実感があるという。

これからも出張美容を増やした

いとも。現在、従業員の郷司恵

子とともに、年240件の出張美

容をこなしている。特に介護保

険が出来てからは、需要が大幅

に増えた。

手を握り返してくるお年寄り、その感激が出張美容の支え

（写真左）お年寄りの笑顔が生きが
いという出張美容の梅澤さん
（同右）従業員の郷司さんと店前で

和（より）美容室

東京都大田区雪谷大塚町

２－２

店長　梅澤　和（従業員１人）

営業時間　９～18時

（火曜定休）

電話　03－3720－7041

E-mail : youme@mx1.ttcn.ne.jp

お店探訪
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郷司も出張美容が大好きと言

う。特に病院訪問が好きで、雨

の日でもカッパをはおり、飛ぶ

ような気分で出かける。「やら

せてくれてありがとうっていう

感じ！」と、元気印の郷司は言

う。

最も感激したのは、一言も話

さない、表情のなくなっていた

痴呆の老人が、最後にぽろりと

涙を流した時。これには病院の

職員も驚いたそうだ。女性には

化粧をしてあげることもあり、

終わると正気にもどっているこ

ともあると言う。

梅澤も、感謝の気持ちを十分

に感じた経験は数え切れない。

家族にすら抵抗していた痴呆

のお年寄りが、終わった時に手

を出してきた。半分なぐられる

のかと思いつつも、梅澤がとっ

さに手を差し出すと、お年寄り

が梅澤の手を握り返してきたと

いう。

「涙が出ました」と、梅澤は

その時の感動を語った。

梅澤は、身内３人の介護をし

たことがきっかけで、出張美容

を始めた。

寝たきりになった義母の自宅

介護は８年間続いた。その間、

ヘルパーや看護婦から介護のノ

ウハウを学んだ。その経験を生

かし、寝たきりのお年寄りのた

めに、寝たままの洗髪とカット

の方法を考案した。

お年寄りの負担を軽くするた

め、独自の枕も作った。高齢者

の骨はもろく、背骨の部分と首

を一緒に動かそうとすると骨折

することがある。このため、細

心の注意が必要だ。試行錯誤を

繰り返して出来上がったのが、

梅澤流の枕で、現在、特許を申

請中だ。

介護士の資格も取り、さらに

勉強を続けるため、夜間のヘル

パーの講習に週２回通ってい

る。

梅澤流高齢者向け美容は同業

者間でも注目をあび、東京都福

祉美容サービスセンターの福祉

美容講習会に、実技研修の講師

として何度も招かれている。

31年前に開業した店にも、

古くからのお客さんがたくさん

やってくる。その中には高齢者

も多く、区の美容利用券はここ

でも利用されていた。

84歳の谷尻恵美子は、体調

がすぐれず、しばらく店には来

られなかった。杖をついて椅子

に掛けると、「お店に来るのが楽

しみでした」と嬉しそうに話す。

体に負担がかからないよう、

梅澤は、座ったままの状態で谷

尻のシャンプーを始めた。水は

首に巻いたビニール袋に流れ、

顔には水が垂れないようにゴム

を巻く。

「痛くないですか？」と梅澤

は声をかけるのを忘れない。こ

うした、さりげない心遣いを求

めるなじみ客で、今日も店はに

ぎわっている。

「私はこういう風にできてい

るんです。お年寄りの面倒をみ

るように……」

梅澤がそう語る表情は、柔ら

かだった。

そ
ば
店
経
営

星
野
久
子
さ
ん
（
64
）

「
和
美
容
室
に
来

る
の
は
、
な
ん
と
言

っ
て
も
梅
澤
さ
ん
の
お
人
柄
が
い
い
か

ら
。
梅
澤
さ
ん
は
、
地
域
の
婦
人
部
の

班
長
も
な
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
防
災
訓

練
や
交
通
安
全
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

と
て
も
積
極
的
に
参
加
、
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

私
は
民
生
委
員
を
し
て
い
ま
す
が
、

お
互
い
に
協
力
し
た
り
、
意
見
を
交
換

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
毎
週
の
よ
う
に

こ
の
店
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す

が
、
実
は
髪
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
ん

で
す
。
地
域
の
た
め
に
私
た
ち
で
何
が

で
き
る
か
、
お
話
す
る
の
も
大
切
な
目

的
で
す
」私

の
お
気
に
入
り

店
内
で
は
２
人
が
フ
ル
回
転
で
サ
ー
ビ
ス
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晩秋の信州・長野県信濃美術

館で「ミレー・コローとバルビ

ゾン派から印象派まで」と題し

た絵画展が催された。併せて実

施され話題を呼んだのが「美術

館を食べよう〈魅惑のケーキ〉」

という企画。名画からイメージ

した創作ケーキをパティシエ達

に生み出してもらい、「美と食

の両方を楽しもう」という今回

の試みに参加したのが「パティ

スリー KEINOSHIN」のオー

ナーパティシエ、西沢慶之臣だ。

（文中敬称略）

「絵から得たインスピレーシ

ョンで自由に創作するのはおも

しろそうだと思って」参加を決

めたという西沢。もともと印象

派は好きで、店内にもシスレー

が数点、さりげなく飾られてい

る。

「黄色い帽子の女」（コロー）

からパイナップルとパッション

フルーツをクリームチーズで包

んだ「ムースフロマージュ」を、

「横たわる裸婦」（ジャン・ジャ

ック・エネル）からビターチョ

コレートと生クリームの「タル

トショコラ」を生み出した。そ

れぞれ、黄色い帽子、女性の白

い肌という象徴的な色と質感

が、ケーキのポイントとして見

事にいかされている。

雑誌でもしばしば紹介される

人気の店だけに、ショーケース

に並ぶケーキは見る側の気持ち

をワクワクさせてくれるものば

かり。

西沢は、

もともとは

フレンチの

シェフだっ

た。シェフ

からパティ

シエへの転

身の理由は

「甘いものが好き

だから」という実

にシンプルな回

答。休日には、ほ

かのお店にケーキ

を食べに行くこと

もあるそうだ。

「よそのケーキを食べて、新

しい発見をすることもあるんで

す。このケーキはこんなにおい

しかったんだ、とかね。自分の

イメージに凝り固まってしまう

のもよくないと思いますし」

イチゴショートといえばケー

キの定番だが、この店に並ぶの

はイチゴの季節だけ。決めてい

るわけではないが、輸入物は何

度味見しても自分がイメージす

るイチゴとは違うため、「自分

でおいしいと思う素材を使って

作ろうと思うと、今のところど

うしても春だけになってしまい

ます」とのこと。

食べる側にしてみれば口にす

るチャンスが少ないのは残念だ

が、だからこそ、本当においし

いものが食べられる、と納得し

ているお客さんは多いはず。

ショーケースには、オープン

と同時に12～15種類のケーキ

が並ぶが、夕方には半分以下に

名画からヒント、創作ケーキを楽しむ

お店探訪

洋菓子製造・販売、喫茶

「パティスリーKEINOSHIN」

長野市若槻団地2－33

経営者　西沢慶之臣

電話　026－259－4134

水曜定休

「
黄
色
い
帽
子
の
女
」
㊤
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
誕
生
し
た
ム
ー
ス
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
（
真
中
の
写
真
の
左
）、

「
横
た
わ
る
裸
婦
」
㊦
か
ら
生
ま
れ
た
タ
ル
ト
シ
ョ
コ
ラ
（
同
右
）
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なっていることも珍しくない。

「夕方お見えになるお客様に

はご迷惑をおかけしてつらいと

ころなんですが、その日に作っ

たものはその日のうちに、と心

掛けているので…」

トッピングのフルーツだけを

新しいものに変えて翌日も並べ

るようなことは、どうしてもで

きない性分らしい。

また、「店を大きくするつも

りは全くない」と西沢。人に教

える能力が自分にはないし、一

人でやれる限界を超えると味は

絶対に変わってしまうから、と。

同じ理由で、クリスマスケーキ

も、３種類・150個まで。一人

で作る数としてはかなりのもの

だと思うが、業界の常識からす

ると、決して多くはないらしい。

「せっかくのご注文をお断り

するのは本当に心苦しいのです

が、仕込みも、冷蔵庫の容量も

それが今の限界ですね」

「早く、たくさん」には応じ

られないが、現状に満足するこ

となく、新しい味を生み出すこ

とには意欲的に取り組んでい

る。ただ、「売れるものなら何

でも、というのはイヤなんです

よね。せっかくお店を持ったか

らには、自分らしいスタイルで

やりたいと思います」というこ

だわりは捨てられない。かとい

って「変な職人のこだわりで、

これしか作らないって決めつけ

るのもいや。お客さんの要望に

はできるだけ応えたいと思って

います」

このお店、売場と厨房との境

目の窓が、かなり大きくとられ

ている。実はそれにも訳があっ

た。

「窓を大きくしたのも、喫茶

スペースを作ったのも、お客様

の反応を見ていたいからなんで

す。ショーケースの前で楽しそ

うに選んでもらえると、本当に

うれしいんですよ」

たとえ完売しても、お客さん

の反応が今ひとつだと、一日の

終わりは疲労感でいっぱい。逆

に、ヒマで売上げは少

なくても、喜んで帰る

お客さんばかりだと、

いい一日だったと思

う。そんな話を聞くと、

ガラス越しにお客さん

の表情をそっとうかが

いながら、ニンマリす

る西沢の様子が目に浮

かぶようだ。

二人用のテーブルが３つ並ぶ

だけの喫茶スペースだが、西沢

にとっては貴重な空間。「おい

しくて嬉しそうなお客さんの表

情」を目にすることで、新たな

創作意欲も湧いてくる。

お客さんにしてみれば、入れ

立てのコーヒーや紅茶を飲みな

がら、その場で選んだケーキを

食べられるのは幸せなこと。小

さいけれど、この喫茶スペース

が生み出すものは大きい。

ケーキ職人としてのこだわり

が「自分がおいしいと思うもの

を作って、目の前のお客さんに

喜んでもらうこと」にある限り、

この店の味は変わらないのだろ

うなぁと、静かなクラシックが

流れる店内でケーキを頬張りな

がらうれしくなった。

長
野
市

西
村
理
絵
子
さ
ん

「
お
店
の
雰
囲
気

が
好
き
な
ん
で
す
。

落
ち
着
い
て
い
て
、
大
人
の
お
店
と
い

う
感
じ
が
し
ま
す
。

こ
こ
の
ケ
ー
キ
は
、
ひ
と
こ
と
で
言

う
と
『
人
か
ら
も
ら
う
と
す
ご
く
う
れ

し
い
ケ
ー
キ
』
で
す
。
い
た
だ
い
て
箱

を
開
け
た
瞬
間
の
『
わ
っ
！
』
と
い
う

驚
き
と
、
ど
れ
を
食
べ
よ
う
か
と
悩
む

喜
び
が
何
と
も
言
え
ず
い
い
ん
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
で
買
う
の
も
ま
た

別
の
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
ず
ら
っ
と

並
ぶ
ケ
ー
キ
を
見
て
い
る
と
、
今
日
は

ど
れ
に
し
よ
う
っ
て
楽
し
く
悩
め
ま

す
。
あ
る
も
の
は
全
部
食
べ
て
み
た
く

な
る
か
ら
、
つ
い
つ
い
通
っ
て
し
ま
う

ん
で
し
ょ
う
ね
。

私
の
お
気
に
入
り

㊨
オ
ー
ナ
ー
パ
テ
ィ
シ
エ
の
西
沢
慶
之
臣

さ
ん
㊧
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
並
ぶ
ケ
ー
キ
は

季
節
ご
と
に
変
化
す
る
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特集 喜びをともに 

日本海の冬の観光を支える

「ズワイガニ」（通称・マツバガ

ニ）の漁は11月に解禁する。

兵庫県北部に位置する但馬地方

はこの時期、冬の味覚の王様・

マツバガニを求める観光客で最

もにぎわう。中でも文豪志賀直

哉の小説「城の崎にて」の舞台

にもなった城崎温泉は、柳並木

と太鼓橋が川面に映る温泉情緒

たっぷりの街で、カニ目当ての

観光客に温泉というもうひとつ

の楽しみも提供してくれる。

（文中敬称略）

約110軒が立ち並ぶ温泉旅館

街の一角に唯一「かに」と名の

付く旅館「かに庵」がある。女

将と板前の一人二役をこなす小

さな旅館を訪ねてみた。

「城崎のお湯はいかがでした

か」。語りかけるような優しい

口調で外湯巡りから戻ってきた

客をもてなす女将、平位逸子。

直前まで板場に入り、庖丁を片

手に鋭い眼差しでマツバガニを

次々とさばいていた表情はすで

になく、いつの間にか客を迎え

る最高の笑顔に変わっていた。

温泉街で鮮魚店を営んでいた

実家が昭和43年に、鮮魚店の

上階の２～４階を改築して旅館

「湯乃山荘」の経営を始めた。

平位はまだ中学２年だったが、

旅館を切り盛りする大変さはす

でに感じ取っていた。

「両親が忙しくてかまってく

れなかったけど、毎日のように

鮮魚店に遊びに来ていた他の旅

館の板前さんが魚をさばいてい

たのをよく見ていた」と言う。

高校に入ると板前の庖丁さばき

を見ながらカニの殻を切り落と

すタイミングを覚え、梅の花の

形に切ったニンジンなども作れ

るようになった。「特に修行し

たわけではないけど、好きだっ

た料理を毎日見ていたから自然

に腕は磨かれたと

思う」と振り返る。

昭和 62年頃か

ら主婦業の傍ら宿

泊客の接待など旅

館の手伝いをして

いたが、平成元年

２月に転機が訪れ

た。現在の場所に

木造２階建ての旅

館を新築移転する

ことになった時、

両親の後を継ぎ鮮

魚店と土産店、旅

館を経営していた

弟・忠義が、「３

つ同時に行うのは

限界」と旅館の経

営を申し出てきた。

平位は「少しでも家計を支え

られればという思いに加え、こ

れまで見て学んだ料理の腕を生

かして新鮮なマツバガニをでき

る限り安く提供したい」と日頃

から考えていた思いが一層高ま

ったことから、引き受けること

を決め、同時に旅館の名前も城

崎を象徴する「カニ」の文字を

採用し「かに庵」に改めた。

平位は女将の仕事の一方、料

理人を雇わず自ら料理を作って

できるだけ料金を抑える計画を

たてた。

宿泊は１泊２食付きで、カニ

シーズンの11月初めから３月末

までは18,000円から25,000円。

料理はマツバカニの素材のよ

さを生かすため、できるだけシ

阪神大地震被災のお客に励まされ

お店探訪

お
客
に
カ
ニ
料
理
を
勧
め
る
女
将
の
平
位
さ
ん
（
左
）

旅館「かに庵」

兵庫県城崎郡城崎町湯島690

経営者　平位　逸子

電話　0796-32-2008

従業員５人、６部屋。シーズ

ンオフは懐石料理。

年中無休。
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ンプルに手を加えることを心が

けた。自慢のカニ料理は５種類。

甲羅にカニみそとカニの身を入

れて出汁と醤油、みりんで味付

けして蒸した「甲羅蒸し」、カ

ニのうまみを引き立てる昆布と

かつお節から取った濃い目の出

汁にカニと減農薬の新鮮野菜を

入れたなべ料理「かにすき」の

ほか、「焼きがに」「かに刺し」

「湯でがに」がずらりと並ぶ。

板場では平位が夕方ごろか

ら、職人技でカニのぷりぷりし

た身が見えるように殻の一部を

庖丁で切り落としたり、すぐに

身が取り出せるよう庖丁でテン

ポよくたたくようにして切り口

を入れたりしながら、客が外湯

巡りから戻ってくる夕食時間に

合わせて一気に準備を整える。

平位は真剣な表情でカニと向

き合い料理に集中するが、客の

部屋に行く時は廊下を歩きなが

ら調理で疲れ果てた気分を取り

除き、女将として笑顔を絶やさ

ない優しい表情で客を迎える。

「本当はしんどくてつらいけど、

お客さんの笑顔がそれを吹き飛

ばしてくれるのです」と話す。

平位には忘れられない＜笑

顔＞を受け取った経験がある。

平成７年の阪神大震災で被災し

た住民に対し、温泉とカニ料理

をほぼ原価で提供するツアー企

画に協力した時だった。被災し

てまだ間もない頃だったため、

訪れた多くが泥とほこりだらけ

の服装でリュックを背負い、疲

れ切った表情で旅館に現れた。

迎えた平位もショックを受けた

が、「切羽詰まった状況で苦し

んだ人たちにわずかな時

間でも贅沢を味わっても

らいたい」という思いが

込み上げ、今まで以上に

気持ちを込めて庖丁を動

かした。

温泉から上がって疲れ

を癒した被災者の一人が

「かにすき」を口にした

とき、ほっとした表情で

「生き返ったみたい」と

何とも言えない笑顔で話

した時、平位は心から客

に感謝される喜びを味わ

った。

以来、おいしそうにカ

ニを食べて喜ぶ客の表情

を意識して見るようにな

った。女将と板前の仕事

以外にも、経理、

客間の掃除、従

業員への気配り

や指導など様々

な仕事をこなさ

なければならな

いが、平位はす

べては客の笑顔

で旅館の評価が

決まることを経

験から学んだ。

「ここまででいいと思ったら

だめ。どんなに忙しくてもいつ

も相手を大事にするという姿勢

を持ち続けサービスに徹するこ

とが大事」と言い切る。

いつものように玄関先から客

が見えなくなるまで見送った

後、丁寧にお辞儀する姿は、自

身たっぷりに語る平位の言葉を

裏付けていた。

田
村
い
づ
み
さ
ん

「
こ
ぢ
ん
ま
り

し
て
き
れ
い
な
お

宿
。
静
か
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
の

で
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
来

る
と
い
つ
も
日
常
の
生
活
を
忘
れ
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
時
間
の
中
で
過
ご
し
て

い
る
よ
う
な
気
分
に
な
れ
ま
す
。
二
十

四
時
間
温
泉
に
入
れ
る
内
湯
サ
ー
ビ
ス

も
お
気
に
入
り
。
ま
た
な
ん
と
言
っ
て

も
心
の
こ
も
っ
た
カ
ニ
料
理
は
見
て
い

る
だ
け
で
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま
す
。

今
で
は
自
ら
調
理
を
し
て
く
れ
た
女
将

さ
ん
に
一
品
ず
つ
料
理
の
説
明
を
し
て

も
ら
い
な
が
ら
口
に
す
る
の
が
、
楽
し

み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す

女
将
さ
ん
の
明
る
さ
と
丁
寧
な
も
て

な
し
に
は
い
つ
も
居
心
地
の
良
さ
を
感

じ
、
不
思
議
と
帰
る
時
に
は
『
来
年
も

ま
た
来
よ
う
』
と
い
う
気
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
ま
た
楽
し
み
な
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
」

私
の
お
気
に
入
り

▲マツバガニのフルコース（２人分）
「かに庵」の入り口�

養
護
学
校
講
師

▲
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センターにゅうす

◆叙勲（敬称略）
◇…勲四等・旭日小綬章…◇

▽森 雄＝現・全国すし商生活衛生同業組
合連合会会長（東京都台東区台東2-15-2）

◇…勲五等・双光旭日賞…◇
▽阿部　　肇＝現・全国喫茶飲食生活衛生同業
組合連合会会長（北海道札幌市南区南沢１条1-1-7）
▽富山　正善＝現・全国旅館生活衛生同業組合
連合会副会長（福岡県福岡市西区泉1-5-1）

◇…勲五等・瑞宝章…◇
▽秋本　昌彦＝現・大分県理容生活衛生同業組
合理事長（大分県中津市中央町2-9-19）
▽木曽　秀雄＝現・愛媛県料飲業生活衛生同業
組合理事長（愛媛県松山市市坪北1-13-15）
▽中島袈裟秋＝現・長野県料理業生活衛生同業
組合副理事長（長野県佐久市中込2-14-30）
▽ 田 積善＝現・茨城県美容業生活衛生同業
組合理事長（茨城県真壁郡協和町門井1970-2）
▽宮　　正紹＝現・富山県料理業生活衛生同業
組合理事長（富山県富山市総曲輪1-9-13）
▽村 健一＝元・全国クリーニング環境衛
生同業組合連合会副会長（愛知県西春日井郡西春
町大字九之坪北町39）

▽山x 雅美＝元・兵庫県理容生活衛生同業組
合理事長（兵庫県赤穂市加里屋108-20）
▽湯浅　　壽＝元・徳島県理容環境衛生同業組
合理事長（徳島県阿南市上中町南島707-4）

◇…勲六等・単光旭日章…◇
▽安藤　幸七＝現・東京都中華料理生活衛生同
業組合副理事長（東京都板橋区本町33-18）
▽刈谷　勇雄＝元・埼玉県理容業環境衛生同業
組合理事長（埼玉県戸田市上戸田5-19-6）
▽川合　喜芳＝現・三重県鮨業生活衛生同業組
合副理事長（三重県上野市忍町2640）
▽柴田　忠一＝元・京都府麺類飲食業環境衛生
同業組合理事長（京都府京都市上京区千本通丸田町
上る小山町871）

▽w山　利男＝元・神奈川県公衆浴場業環境衛
生同業組合副理事長（神奈川県横浜市鶴見区岸谷1-
24-1）

▽ 田　藤男＝現・鹿児島県料飲業生活衛生同
業組合副理事長（鹿児島県阿久根市港町13）
▽藤木三代治＝現・東京都食鳥肉販売業生活衛
生同業組合副理事長（東京都世田谷区桜2-11-27）
▽宮下　宣男＝元・宮城県クリーニング環境衛
生同業組合理事長（宮城県仙台市太白区向山4-26-
20）

◇…勲六等・宝冠章…◇
▽ 永　勢子＝現・福岡県美容生活衛生同業組
合副理事長（福岡県久留米市日吉町18-48）

◆褒章（敬称略）
◇…黄綬褒章…◇

▽加賀屋利雄＝現・男と女のヘアーサロンフェ
ロー代表（秋田県本庄市花畑町1-3）
▽宮園　貴江＝現・㈲すみれ代表取締役（兵庫
県神戸市中央区元町通3-16-8）

◇…藍綬褒章…◇
▽荒木　俊夫＝現・神奈川県食鳥肉販売業生活
衛生同業組合理事長（神奈川県横浜市神奈川区栄
町13-6）

▽岩本　誠之＝現・石川県喫茶飲食生活衛生同
業組合理事長（石川県金沢市広岡2-5-3）
▽大室　悦洋＝元・北海道クリーニング生活衛
生同業組合理事長（北海道札幌市中央区大通西6-8）
▽沖　　隆義＝元・全国クリーニング生活衛生
同業組合連合会副会長（広島県呉市吉浦中町2-2-2）
▽河村　武嗣＝現・埼玉県喫茶飲食生活衛生同
業組会理事長（埼玉県川口市川口1-1-10）
▽河野　幸夫＝現・大分県鮨商生活衛生同業組
合理事長（大分県速見郡日出町2548-3）
▽坂井　　勉＝現・富山県ホテル・旅館生活衛
生同業組合理事長（富山県下新川郡宇奈月町浦山
1420）

▽塩田　好文＝現・福島県社交飲食業生活衛生
同業組合理事長（福島県白河市字新蔵町5）
▽千葉　清松＝元・福島県すし商生活衛生同業
組合理事長（福島県いわき市常盤関船町上関33-1）
▽濱田　康喜＝現・愛知県社交飲食業生活衛生
同業組合理事長（愛知県名古屋市千種区徳川町1-12-
15）

平成14年 秋の勲章・褒章受章者
政府は、11月３日付で2002年秋の叙勲と褒章の受章者を発表しました。受章者は、叙勲が4605

人（女性279人）、褒章が821人（同137人）。このうち、生活衛生営業関係（環境衛生功労）の皆
様を掲載しました。おめでとうございます。
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「私個人ではなく、業界がいただいたもの」

と謙虚に口を開いた。

小柄なからだだが、笑顔を絶やさず、艶のあ

る江戸弁でよどみなく話す。明治５年創業の

「初音鮨本店」（東京都台東区台東２－15－２）

の暖簾を守ってきた生粋の江戸っ子５代目当主

だ。今年で創業130年目に当たる。

その華々しい略歴から「一途、ひたむき」と

いう言葉がぴったり当てはまる。

全国すし商生活衛生同業組合連合会会長（平

成６年から、現職）、全国環境衛生同業組合中

央会理事長（平成10～12年）のほか、都生活

衛生営業指導センター理事長（平成９～13年）、

全国生衛中央会政治連盟委員長（平成12年か

ら、現職）の２ポストは前例のない２期４年に

及ぶ。「森さん以外に適任者なし」と周囲から

懇望されての再任だった。

森さんが指導力を発揮して業界振興の実をあ

げた例は数多い。そのほんの一例――。

①昭和42年、台東区すし商組合連合会会長

に就任早々、お年寄りや障害者を招待して、す

しをサービスしてきた。会長を辞めた後もその

意志は引き継がれ、37年後の今も続いている。

②平成11年５月、BGMの著作権料を飲食・

サービス業界から徴収する「音楽著作権法改正」

で参院文教・科学委員会に参考人として出席、

JASRAC（日本音楽著作権協会）の遠藤実会

長と議論を戦わせた。また、平成14年４月か

らスタートしたそれらの料金設定にあたって、

生衛業界の負担を極力軽減した。

③旧環境衛生金融公庫と旧国民金融公庫との

合併（平成11年10月）に際し、対等合併を実

現。国民金融公庫の支店網が生衛貸付の直接扱

いの支店網となったことから、これまで環境衛

生金融公庫から国民金融公庫に対する委託範囲

とされない高額案件についても各支店で相談や

受付が可能となったほか、貸付制度の新設、改

善などについて

業界の声が反映

されやすいメリ

ットを引き出し、

業界の利便性の

向上を図った。

④「特別地方

消費税」に対す

る「３％戻り交

付金」が平成11年度末で廃止され、これまで

続けてきた消費者還元事業の実施が不可能にな

った。そこで政府に働きかけ、平成12年度か

ら道府県単位に財源措置を講じてもらうことに

成功、業界振興費に当てている。

⑤「特別消費税」の戻し分を生衛業界のため

の研修会館建設を目的として毎年積み立てして

きたが、業界内の意見調整を行い、積立金を基

に会館建設のための土地を購入、厚生省（当時）

からの補助金を得て平成11年度末に「全国生

衛会館」を完成させた。

息もつかず、次の課題に取り組む。

現在は環境衛生議員連盟（橋本竜太郎会長）

を通じて政府に「交際費の損金参入の拡充」な

ど18項目にわたる「平成15年度税制改正要望

書」を提出、その実現に奔走している。

「これからも決してひるむことなく、誠実と

夢をもって業界のためにまい進する」。さらに

言葉を継いで「女房（美根子さん）や従業員の

協力なくして、私が業界のためにつくすことは

叶わなかった」と内助の功を口にした。

店のお客様との年６回のゴルフ・コンペ「初

音会」は34年間続いている。親子３代を重ね

てのお付き合いを続け、あがり（お茶）の湯呑

に名前が入ったお客様の「マイカップ」が店の

棚にずらりと並ぶ。「一途」の結果である。

病気ひとつしない。健康法は「おすし食べる

こと」と、屈託なく笑った。

“一途な人”生衛の発展に貢献 勲四等・旭日小綬章を受章

全国すし商生活衛生同業組合連合会会長 森　茂雄さん

センターにゅうす

勲章を胸に、奥様の美根子さんと
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平成14年度の生活衛生功労者及び理容師・

美容師養成功労者に対する厚生労働大臣表彰並

びに（社）全国生活衛生同業組合中央会理事長

表彰の授与式が10月23日午後１時半から、東

京・紀尾井町のホテルニューオータニ「芙蓉の

間」で行なわれました。

表彰式は厚生労働省の芝田文男生活衛生課長

の開会の言葉で始まり、坂口厚生労働大臣のあ

いさつ（代読・t原亮治健康局長）に続いて、

生活衛生功労者191人（総代＝食肉・新潟、大

谷光市氏）、理容師・美容師養成功労者21人

（同＝千葉・宮原享氏）に対して表彰状が手渡

されました。これに対して受賞者を代表して小

林巳之一氏（生衛功労、麺類・石川）、川上甫

氏（理美容師、福島）の２人がそれぞれ謝辞を

述べました。

続いて中央会理事長表彰に移り、白木信平理

事長のあいさつのあと、生活衛生功労者187人

（総代＝興行・福岡、野中康宏氏）に表彰状が

授与され、小林一氏（すし・愛知）が謝辞を述

べました。このあと、来賓の（財）全国生活衛生

営業指導センターの山下眞臣理事長、国民生活

金融公庫のt木俊明副総裁が祝辞を述べ、式が

終了しました。

センターにゅうす

平成14年度 生活衛生功労者の表彰式

（
11
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

ド
サ
ラ
ダ
（
二
百
五
十
円
）
な
ど
の

総
菜
や
ケ
ー
キ
を
並
べ
る
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
料
理
を
外
販

し
て
い
る
ホ
テ
イ
チ
の
草
分
け
、
東

京
・
内
幸
町
の
帝
国
ホ
テ
ル
も
、
カ

レ
ー
や
グ
ラ
タ
ン
に
加
え
、
四
月
か

ら
月
替
わ
り
で
肉
と
魚
の
シ
ェ
フ
お

薦
め
料
理
を
提
供
し
て
い
る
。

大
阪
・
中
之
島
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
で
は
四
月
の
改
装
で
国
内

最
大
級
（
約
二
百
六
十
平
方
　
）
と

な
っ
た
。
ケ
ー
キ
や
菓
子
、
百
種
を

超
え
る
パ
ン
の
ほ
か
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

に
は
色
鮮
や
か
な
料
理
五
百
五
十
種

が
並
ぶ
。「
温
製
エ
ス
カ
ル
ゴ
と
帆

立
貝
の
コ
コ
ッ
ト
焼
き
」（
八
百
円
）

な
ど
の
洋
食
類
に
加
え
、
豚
の
角
煮

（
百
　
五
百
五
十
円
）
な
ど
の
和
総

菜
も
豊
富
だ
。

千
葉
県
浦
安
市
の
浦
安
ブ
ラ
イ
ト

ン
ホ
テ
ル
で
は
店
頭
で
注
文
を
受
け

付
け
、
八
宝
菜
な
ど
が
二
人
前
千
五

百
円
前
後
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き

て
、
周
辺
の
主
婦
か
ら
好
評
だ
。
札

幌
で
も
ホ
テ
ル
ア
ー
サ
ー
札
幌
や
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
が
総
菜

や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
弁
当
な
ど

を
販
売
し
て
い
る
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
、
シ
ェ
フ
手
作
り
の
味
を

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で
手
に

入
れ
ら
れ
る
の
が
ホ
テ
イ
チ
の

魅
力
の
よ
う
だ
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

デ
パ
地
下
と
ホ
テ
イ
チ
の
融

合
型
も
あ
る
。

ザ
・
ホ
テ
ル
ヨ
コ
ハ
マ
が
三
越

横
浜
店
に
洋
食
を
出
店
、シ
ェ

フ
が
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
を
提
供
す

る
。
ま
た
ホ
テ
ル
西
洋
銀
座
も

大
丸
東
京
店
で
イ
タ
リ
ア
総
菜

を
提
供
し
て
い
る
。

あいさつする全国生衛中央会の白木理事長㊧と全国生活衛
生営業指導センターの山下理事長㊨、表彰式の会場風景㊦

シェフの調理を間近に見ることができる「シェフズガーデン」
（東京・ホテルオークラで）

メ
ー
ト
ル

グ
ラ
ム
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時 の 話 題 

デ
パ
ー
ト
地
下
食
品
売
り
場
（
デ

パ
地
下
）
で
、「
イ
ー
ト
イ
ン
」
と

呼
ば
れ
る
食
事
コ
ー
ナ
ー
が
目
に
つ

く
よ
う
に
な
っ
た
。
生
鮮
食
品
や
総

菜
な
ど
の
売
り
場
に
併
設
さ
れ
、
そ

こ
で
売
っ
て
い
る
食
材
を
使
っ
た
料

理
を

”有
料
試
食
“
で
き
る
。
一
人

で
気
軽
に
食
事
が
で
き
、
献
立
の
参

考
に
も
な
る
と
、
利
用
者
の
評
判
は

上
々
だ
。

東
京
・
小
田
急

百
貨
店
新
宿
店
の

「
ハ
ル
ク
」
で
は
、

地
下
二
階
食
品
売

り
場
に
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
計

十
九
か
所
増
設
し
た
。
席
数
は
四
〜

十
席
と
小
さ
い
が
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
タ
ル
ト
な
ど
の
デ
ザ
ー
ト
か
ら
、

お
に
ぎ
り
、
点
心
、
カ
レ
ー
ま
で
、

い
ろ
ん
な
軽
食
を
楽
し
め
る
。
昼
食

や
午
後
の
お
茶
の
時
間
に
は
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
盛
況
だ
。

女
性
会
社
員
の
姿
が
目
立
つ
。
利

用
す
る
理
由
は
「
気
軽
に
入
れ
る
の

で
一
人
で
ラ
ン
チ
を
済
ま
せ
る
と
き

に
イ
ー
ト
イ
ン
を
よ
く
使
う
」「
目

先
の
変
わ
っ
た
も
の
を
食
べ
ら
れ

る
」
な
ど
だ
。

東
京
・
池
袋
西
武

は
、
生
鮮
食
品
売
り
場

に
六
か
所
の
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
。

牛
肉
売
り
場
で
は
、
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
の
隣
に
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
五

席
を
用
意
。
特
製
の
た
れ
で
煮
た
黒

毛
和
牛
と
レ
タ
ス
な
ど
を
盛
り
合
わ

せ
た
「
ミ
ー
ト
サ
ラ
ダ
」
（
ご
飯
、

み
そ
汁
つ
き
九
百
八
十
円
）
や
、
す

き
焼
き
重
（
八
百
八
十
円
）
な
ど
が

好
評
だ
。
魚
売
り
場
に
は
回
転
ず
し

が
で
き
た
。
の
り
の
代
わ
り
に
サ
ー

モ
ン
を
巻
く
な
ど
、
様
々
な
創
作
ず

し
も
味
わ
え
る
。

「
従
来
の
”お
ふ
く
ろ
の
味
“
だ

け
で
な
く
、
意
外
な
素
材
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
も
提
案
し
た
い
」と
同
店
。

生
鮮
品
売
り
場
に
は
こ
れ
ま
で
中
高

年
の
客
が
多
か
っ
た
が
、
イ
ー
ト
イ

ン
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
か
ら
、
二
十

代
か
ら
三
十
代
の
若
い
客
が
増
え
た

と
い
う
。

デ
パ
地
下
の
イ
ー
ト
イ
ン
は
、
常

設
の

”有
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
“
。
味

や
食
材
の
品
質
は
あ
る
程
度
信
頼
で

き
る
が
、
素
材
だ
け
だ
と
料
理
の
イ

メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
と
い
う
若
い
主

婦
や
男
性
に
と
っ
て
、
料
理
を
学
ぶ

場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

「
デ
パ
地
下
」
に
続
け
と
ば
か
り

に
、
食
品
売
り
場
に
力
を
入
れ
る
ホ

テ
ル
が
増
え
て
い
る
。
一
階
に
売
り

場
が
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
略
し

て
「
ホ
テ
イ
チ
」。
シ
ェ
フ
の
作
る

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
サ
ラ
ダ
な
ど
、
デ

パ
地
下
よ
り
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
の
ぜ
い
た
く
を
売
り
物

に
、
女
性
た
ち
の
人
気
を

集
め
て
い
る
。

東
京
・
虎
ノ
門
の
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
は
今
年
五
月
、

一
階
の
総
菜
売
り
場
を
こ

れ
ま
で
の
三
倍
の
百
四
十

五
平
方
　
に
拡
張
し
、
二

百
七
十
以
上
の
品
揃
え
を

用
意
す
る
ガ
ラ
ス
張
り
の

キ
ッ
チ
ン
を
作
っ
た
。

昼
の
時
間
帯
は
こ
こ
で
、

同
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
が
交

代
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作

る
。
近
く
の
会
社
に
勤
め

る
女
性
会
社
員
は
「
ラ
ン

チ
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
合
わ
せ
て
も

千
円
以
内
。
味
を
考
え
れ
ば
コ
ン
ビ

ニ
弁
当
よ
り
も
お
得
」。
夕
方
か
ら

は
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
（
一
枚
九
百
八

十
円
）、
サ
フ
ラ
ン
の
香
り
の
パ
エ

リ
ア
（
鉄
鍋
付
き
、
二
人
前
二
千
五

百
円
）、「
エ
ス
カ
ル
ゴ
の
香
草
バ
タ

ー
風
味
」
と
い
っ
た

”ご
ち
そ
う
メ

ニ
ュ
ー
“
が
人
気
だ
。

東
京
・
紀
尾
井
町
の
赤
坂
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
は
、
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン

（
三
百
五
十
円
）、
タ
イ
風
シ
ー
フ
ー

（
10
ペ
ー
ジ
下
段
に
続
く
）

持
ち
帰
り
総
菜

気
軽
な
”有
料
試
食
“

シ
ェ
フ
手
製
が
看
板

ＶＳ

鶏肉売り場横のカウンターでは、たった６席だが
親子丼が注文できる。１日に150人近くが来店す
る（東京・池袋西武で）

デパ地下

ホテイチ

メ
ー
ト
ル
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今夏、温泉や銭湯等入浴施設の利用者にとっ

て非常に残念な事件が発生しました。いわゆる

「レジオネラ症」による死亡者が単一の施設か

ら７人、感染者300人弱（疑い患者含む）にの

ぼった宮崎県日向市の集団感染の後、わずか数

か月のうちに全国の入浴施設で次々とレジオネ

ラ症集団感染が発生し、現在も続いています。

厚生労働省では、結核感染症課と生活衛生課

から「レジオネラ症患者の発生時等の対応につ

いて」課長通知を、生活衛生課から「入浴施設

におけるレジオネラ症防止対策の実施状況の緊

急一斉点検について」課長通知をそれぞれ９月

３日付け、９月20日付けで全国の都道府県・

政令市・特別区の担当に通知し、感染の防止と

発生時の速やかな対処を要請しました。

また、９月30日には全国の都道府県・政令

市・特別区の担当者に対して「全国レジオネラ

レジオネラ症防止対策について

健衛発第0920001号
平成14年９月20日

都道府県
各 政令市 衛生主管部（局）長　　殿

特別区

厚生労働省健康局生活衛生課長

入浴施設におけるレジオネラ症防止対策の実施状況の緊急一斉点検について

本年７月、宮崎県日向市の入浴施設を感染源として死者７名を含むレジオネラ症集団感染事例が発
生し、本年８月、鹿児島県東郷町内の入浴施設においても同種の事例が発生しているところである。
このような集団感染事例が相次いで発生していること、死亡事例等重大な結果が生じていること、

一旦感染事例が発生すれば、当該営業者のみならず管内の他の入浴施設への不安感も広がることから、
危機意識をもって、貴管内における公衆浴場業、旅館業等の入浴施設において、下記のとおり、特に
発生リスクの高い施設のレジオネラ症防止対策の実施状況の緊急一斉点検を実施するとともに、他の
入浴施設を含めた対策の普及指導及び不備な点があった場合における個別具体的な改善指導を実施
し、入浴施設利用者の安全確保と不安感の解消に万全を尽くしていただきたい。 （以下、省略）

（参考１）

９月30日（月）全国レジオネラ対策会議の内容

○レジオネラ属菌の細菌学と感染症学（前　岐阜大学医学部教授　藪内　英子）

○宿主アメーバとレジオネラ（国立感染症研究所寄生動物部室長　遠藤　卓郎）

○公衆浴場等を発生源とするレジオネラ症のケーススタディ

１　茨城県石岡市レジオネラ症集団感染事例（茨城県保健福祉部生活衛生課　寺門　浩之）

２　静岡県掛川市レジオネラ症集団感染事例（静岡県健康福祉部生活衛生総室生活衛生室長　朝香　幹照）

３　宮崎県日向市レジオネラ症集団感染事例（宮崎県福祉保健部衛生管理課長補佐　弓削　洋一）

４　東京都板橋区銭湯のレジオネラ症感染事例（板橋区保健所生活衛生課環境衛生　上野　邦夫）

○循環式浴槽の維持管理・設備構造上のポイント（アクアス株式会社つくば総合研究所副所長　縣　邦雄）

○営業者への指導のポイント（厚生労働省健康局生活衛生課）

（参考２）
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対策会議」が開催され、専門家によるレジオネ

ラ症の講義と共に、過去の集団発生や感染事例

について、担当者から説明がありました。

レジオネラ症とは・・・

原因となる菌は、土壌及び水（冷却塔水、プ

ール、池、噴水、温泉水、24時間風呂など）

に存在し、感染した場合の症状は、発熱、咳、

呼吸困難、頭痛、筋肉痛、下痢など風邪やイン

フルエンザ、肺炎等に似た症状の他、意識障害、

精神神経系症状などもみられます。人から人へ

は感染しません。

レジオネラ症感染の発生しやすい入浴施設

１　大型入浴施設

２　循環式ろ過装置を使用している施設

３　気泡発生装置、ジェット噴射装置、打た

せ湯等エアロゾル発生設備の使用施設

４　薬湯使用施設

５　露天風呂施設

レジオネラ症感染防止策（経営者側の例）

・浴槽は毎日清掃し、水を取り替える。（連

続使用型循環浴槽については、週１回以上）

・循環ろ過装置を使用している場合は、週１

回以上適切な洗浄・消毒をする。

・気泡発生装置等エアロゾル発生装置に連続

使用型循環式浴槽水を使用しない。

・浴槽水の遊離残留塩素濃度の測定をおこな

う。

・塩素剤による消毒をおこなう。

（アルカリ系温泉水の利用等塩素剤の消毒が

効きにくい泉質の場合には、他の消毒方法

による）

・露天風呂の湯が配管を通じて内湯と混ざる

ことがないようにする。

・露天風呂は清潔にする。

・装置と設備をつなぐ配管内の清掃をおこな

う。

入浴施設の管理等については、厚生労働省か

ら「循環式浴槽におけるレジオネラ防止対策マ

ニュアル」、「公衆浴場における衛生等管理要

領」、「旅館業における衛生等管理要領」等が出

されています。いずれも厚生労働省ホームペー

ジでご覧になれます。アドレスは

http://www.mhlw.go.jp

また、公衆浴場等の管理や衛生基準等につい

ては、各地方公共団体ごとに条例で定められて

いますので、最寄りの保健所等にお尋ね下さい。

厚生労働省健康局から
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（概況）

「業況」「売上」の各ＤＩをみると、

今期は、前期に比べていずれも低下

しました。個人消費低迷の影響を受

けて引き続き低い水準にとどまって

おり、生活関連企業の景況は依然と

して厳しい状況が続いています。

来期は、業況ＤＩ、売上ＤＩとも

に上昇する見通しとなっており、景

況には下げ止まりへの期待が見られ

ます。

（1） 業況

平成14年７～９月期の業況ＤＩ

（前期より「好転」企業割合－「悪化」

企業割合）は▲48.0となり、前期に

比べ1.9ポイント低下し、▲40台後

半の低い水準となっています。前回

調査では、今期（７～９月期）の業

況ＤＩは、猛暑による需要増加を見

込んで４～６月期に比べ8ポイント

上昇し、▲38.1となる見通しでした

が、実際は、予想に反して低下して

います。

来期については▲34.5と今期に比べ13.5ポイ

ント上昇する見通しとなっており、下げ止まり

への期待が引き続き見られます。（図１）

業種別にみると、「理容業」｢美容業｣「クリ

ーニング業」を除く６業種で上昇しており、特

に、売上が回復傾向にある「食肉・食鳥肉販売

生活関連企業の景気動向等調査概要
―― 平成14年７～９月期 ――

国民生活金融公庫 生活衛生企画部 調査課　杉山　孝一

景気動向調査

この調査は、国民生活金融公庫が財団法人全国生活衛生営業指導センターに委託して、

生活関連企業の景気動向や設備投資動向などを把握するため、四半期ごとに実施している

ものです。今回は、平成14年7～9月期の調査結果の中から一部をご紹介します。

～依然として厳しい生活関連企業の景況～

図２　業種別業況DIの推移（前期比） 
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図１　業況DIの状況（全業種計、前期比） 
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業」や例年夏場の需要が多い｢氷雪販売業｣｢映

画館｣の上昇が目立ちます。反対に、例年季節

要因で業況が厳しくなる「クリーニング業」は

大幅に低下しています。

来期は、今期季節要因などで大きく上昇した

｢氷雪販売業｣「映画館」｢公衆浴場業｣の３業種

以外の全ての業種で上昇を予想しています。

（図２）

（2） 売上

14年７～９月期の売上ＤＩ（前年同期より

「増加」企業割合－「減少」企業割合）は、▲

48.4と前期に比べ1.6ポイント低下しています。

来期については14.6ポイント上昇する見通し

となっており、需要回復に期待を寄せています。

（図３）

売上ＤＩがマイナスである要因の一つとし

て、客単価の低下が挙げられます。物価の動向

を見ますと、「全国消費者物価指数」は、平成

11年以降３年連続で前年を下回っています。

また、「平成13年度国民生活モニター調査」

（内閣府）によると、サービス分野において価

格の下落が著しいと思われる上位10品目のな

かには、１位「外食」67.4％、５位｢宿泊代｣

24.0％、６位「クリーニング代」18.4％など生

活衛生関係営業の品目が５つ占めています。

「生活関連企業の景気動向等調査」では客単

価の動向についても調査しています。

その結果を見ましても、これらに関係

する｢飲食業｣｢旅館・ホテル業｣「クリ

ーニング業」の客単価ＤＩ（前年同期

より客単価が｢上昇｣企業割合－｢低下｣

企業割合）が、全体のＤＩを４年近く

も下回っており、生活衛生関係業種の

なかでも特にこれら３業種の客単価の

低下が厳しいことを示しています。

（下記〔トピックス〕参照）

景気動向調査

生活衛生関係が価格の下落が著しい上位10品目の半分を占める
～ 内閣府「平成13年度国民生活モニター調査」より ～

サービス分野において価格の下落が著しいと思われる上位10品目に「外食」「宿泊代」「クリーニング代」な
ど５品目の生活衛生関係のサービスが挙げられる。

〔トピックス〕

図３　売上DIの状況（全業種計、前年同期比） 
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　　　モニター対して行うアンケート方式の調査である。 

外食 

航空運賃 

電話通信代 

ガソリン代 
宿泊代 

クリーニング代 

理容・美容代 

スポーツクラブ利用料 

映画などの入場料 
家賃 

45.2
30.9

25.4
24.0

6.4
5.0

4.7

18.4
9.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

67.4 

生衛ジャーナル11月号pdf  02.12.2 10:31 AM  ページ 15



16 生衛ジャーナル　2002/11

多重債務・サラ金・ヤミ金融が増加

〈（社）全国消費生活相談員協会消費生活専門相談員　齋藤喜代美〉

１．はじめに

電話が鳴る「ハイ消費生活セ

ンターです。」「相談したいので

すが‥‥」「どうしましたか？」

とぎれることなくかかる電話に

耳を傾け、対応に全力投球する

相談員たち。消費生活センター

の毎日の風景です。

長引く不況の中で、多重債務

問題が深刻な社会問題になって

います。全国の消費生活センタ

ーでもここ数年多重債務に関す

る相談が急増しています。

多重債務となる原因として

は、近年の企業のリストラ・倒

産による失業など不況を反映し

た生活費の不足や住宅・教育ロ

ーンなどの返済に息詰まり、ク

レジット・サラ金を利用し、そ

の返済に追われ、他の業者から

借りては返済を繰り返すうちに

債務（借金）額が大きくなり、

返済困難に陥ってしまうケース

が多くみられます。最近、多重

債務者、自己破産者をターゲッ

トに貸金業者としての登録がな

い業者や登録業者であっても詐

欺、脅迫などを行う悪質な貸金

業者の被害が増加しています。

２．相談事例

①生活が苦しくサラ金から借金

したのがきっかけで、返済のた

めにサラ金業者11社から246万

円を借金。その返済に、ヤミ金

融７社から121万円借金した。

既に１千万円返済しているのに

厳しい取り立てが自宅電話、携

帯に掛かってくる。

②サラ金業者２社80万円の債

務整理を折込みちらしを見て相

談に行き紹介された弁護士に委

任し月々３万円返済している。

その後、ダイレクトメールや電

話で「借りろ」としつこく勧誘

され２万円短期借り入れた。5

千円は手数料で1万5000円が手

元に入った。１週間後、2万円

返済したが、今日中に3万8000

円を返せと迫るので、明日と伝

えたところ、聞き入れてもらえ

なく、脅かされている。

③ダイレクトメールを見て、ヤ

ミ金融から３万円借金して、10

日毎に１万円計13万円返済し

た。サラ金業者への返済がある

のでもう返せないと交渉してい

るが応じない。

３．トラブルを避けるには早期

発見・早期相談

サラ金は、高金利なので業者

の利用件数や利用額を少なくし

ないと、すぐに返済困難となり

破綻してしまう危険性がありま

す。

また、借金返済のためのサラ

金利用は、絶対に避けなければ

なりません。サラ金からの債務

が50万円を超えると支払は相

当困難に陥ると言われていま

す。一般的に債務が100万円を

超えたら、他のクレジットやサ

ラ金業者から借り入れして支払

わざるを得ない状況になってい

るようです。多重債務予備軍の

自覚が必要です。

貸金業規制法では、貸金業者

に対し契約書や領収書の交付を

義務付けています。

消費者（債務者）は必ずこれ

らの書類をもらい、その内容を

よく読んで保管して下さい。消

費者の中には、契約書や領収書

（振込票）をもらっても、すぐ

に捨ててしまう人がいます。し

かし、後日、債務整理を行うこ

とになった場合、契約書や領収

書（振込票）は重要な書類とな

りますので決して捨てないよう

にしてください。

クレジット・サラ金の債務整

理は、早期発見・早期相談です。

悩む前にまず行動しましょう。

（相談窓口は最終ページに掲載）

相談される際は、債務内容

（業者名、契約金額、利率、返

済額と残債務額等）を記載し契

約書、領収書（振込票）を持参

するとよいでしょう。

４．こんな業者からは借りない

ように

①貸金業者は登録制です。国の

財務局長（金融庁）または、都

道府県知事の登録を受けなけれ

ばなりません。登録番号、業者

名、住所、固定の電話番号が不

明な貸金業者からは借りないで

ください。

②電話やダイレクトメールなど

の勧誘、借金を一本化して整理

するなどの好条件に見える広告

は要注意です。うまい話はあり
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消費生活相談の現場から

ません。

③出資法の上限金利は年利

29.2％です。上限金利の数十倍

から数百倍の高い金利で貸し付

けを行う業者。

④金利条件、返済期間など貸付

条件を必ず確認し、必ず契約書

（借用書）をもらうこと。契約

書（借用書）を出さない業者か

らは借りないでください。

⑤上限金利を超えて請求するこ

とも、家族や周囲の人に対して

取り立てすることも違法です。

契約書やダイレクトメールなど

証拠になる書面を持って、弁護

士会、司法書士会に相談される

ようお勧めします。

また、最寄りの警察署に通知

してください。

５．解決できない多重債務はな

い

どんな多額の債務を抱えてい

ても、必ず解決する方法はあり

ます。

債務の整理方法には、裁判所

などの公的機関を利用しないで

消費者本人、または、弁護士が

私的に直接クレジット・サラ金

業者と話し合って債務を整理す

る「任意整理」、簡易裁判所な

どに申し立て後、裁判所の調停

委員が斡旋して当事者間の合意

を成立させ解決を図る「調停」

があります。

2000年２月17日より「特定

調停法」が施行になりました。

特定調停法は、返済困難に陥っ

ている多重債務者にとっては、

これまでの民事調停法よりも調

停制度が利用しやすくなりまし

た。

また、2001年４月から導入

された個人再生手続きを利用す

ると原則として、債務の一定額

を３年間で返済する計画を立

て、この返済計画が裁判所に認

可されたうえで、多重債務者が

計画どおり返済を完了すれば、

残債務の免除が受けられます。

住宅を維持しながらクレジッ

ト・サラ金の債務を整理したい

と考える人にとっては、これま

での任意整理や調停よりも便利

な制度といえます。

任意整理や調停、個人再生手

続きによる債務整理も困難なほ

どの多額の債務を抱えたり、安

定した収入のない多重債務者

は、自己破産の申し立てをして

免責決定を受ければ、多重債務

の重荷から解放されて再出発す

ることができます。

裁判所の集計による自己破産

者数をみると、 2 0 0 0 年は

139,281人、2001年は160,457人

に達しています。

６．おわりに

多重債務問題の要因は、消費

者信用業界の高金利営業・過剰

与信といえるのではないでしょ

うか。

また、サラ金の「だれにも会

わずにカードがもてる」自動契

約機の急増とこれを日常的に広

告・宣伝するテレビＣＭ、また、

「全国フリーダイヤル、携帯で

申し込め、即日入金、一週間無

利息」の車内広告、雑誌広告の

氾濫は、借金に対する警戒心を

マヒさせ、借入れに依存させ、

その上高金利が被害を増殖させ

ているように思います。

こうした広告や行為の規制と

高金利の是正として、金利関連

法の抜本的な見直しが早急に望

まれます。

問い合わせ先

◆各都道府県貸金業協会

◆各都道府県等消費生活セン

ター

◇日本弁護士連合会

電話　03－3580－9841

◇日本司法書士会連合会

電話　03－3359－4171

◇（財）日本クレジットカウンセ

リング協会

電話　03－3226－0121

◇（社）日本クレジット産業協会

電話　03－3359－3001

◇ 日 本 消 費 者 金 融 協 会

（JCFA）救済構成事業団

電話　06－6355－0047

◇金融管理カウンセリング事

業団　金融カウンセリング

サービス
●東京 電話 03－5205－1800
●大阪 電話 06－6242－2200

◆印は紙面の都合で電話番号省略
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1973年に特相員を拝命して30年近くにな

ります。それに先立つ65年から、支部役員

や県役員も兼任していましたが、一昨年、組

合役員からは退きました。

永年、役員をさせていただいたおかげで、

組合員一人一人の顔と名前を覚えることがで

きたのはもちろん、奥様や子供さんら家族構

成まで知ることができました。

特相員として、これは大いに好都合で、組

合員が気軽に相談を持ちかけてきて、私が率

直に質問しても、わだかまりのない面接をす

ることができたことも度々です。

特相員の仕事は多様で、金融税務記帳など

のほか、日常的に組合員の信頼を確保し続け

ることも必要です。

しかし、長い間には、大いに反省しなけれ

ばならないことがあります。

ある組合員が融資を返済できず、倒産して

家族離散にまでいたったケースがありまし

た。理容業以外に経営を拡大したのですが、

本業の売り上げや返済資金を兼業の方に流用

してしまい、最悪の結果になりました。

実は、その兼業の業種が生衛業以外だった

ため、その業種の状況や先の見通しなどには

観察が行き届かず、分析も不十分でした。

今後は、生衛業以外であっても、兼業の方

も細かく分析し、よく観察しながら対応し、

組合員に信頼してもらえる特相員として務め

たいと考えています。

同時に、この特相員制度がより良いものに

なって発展向上するよう、祈らずにはいられ

ません。

特相員だより――街の知恵、地域の心

廣瀬　登志夫

組合員や家族の顔や名前を覚え／兼業にも目配り忘れず

□石川県理容生活衛生同業組合・特相員□

抽選で当選者を選ぶ時、リ

ストの最初や最後の人、ちょ

うど100番や200番目の人な

どを気の毒に思う。当たりそ

うもなく見えるからだ。

確率としては、当選のチャ

ンスは等しい。が、気持ちは、

何か特別の番号だけがラッキ

ーだと思いたがる。

もうすぐ「年末ジャンボ宝

くじ」の季節。“確率的に等

しい”ことを裏付ける当選番

号がある。「123456」ときて

500万円、「111111」と並ん

で1000万円が当たった。史

上最も若い当選番号は「1000

002で500万円、老けた番号

は「199996」で1000万円。実

際の当選番号から、桁ごとに

割り出されるモデルの“ラッ

キーナンバー”がある。昨年

度は、「下１桁の組数が９の

100576」だった。

チャンスは等しいのだか

ら、当然、売り場によって偏

りがあるはずはない。が、こ

こでも東京・数寄屋橋の売り

場が、“メッカ”だ。売り上

げ枚数が多ければ、当選枚数

も増える。それを聞いてまた

買い手の行列が増える。連れ

て、また当選者数が……。絵

に描いたような好循環だ。

戦後すぐの1945年（昭和20

年）に始まった宝くじ。１枚

10円で１等10万円。それから

半世紀、96年に賞金は１億円

に達した。デフレと言われる

いま、１等２億円、前後賞合

わせて３億円というのは、夢

を、いくつも、何回も見られ

そうな響きを持つ。

こんなことを思うだけで、

当たったような気分になれる

のが不思議だ。（データは、

日本宝くじ協会のホームペー

ジから。URL:http://www.

takarakuji.nipppon-net.ne.jp）

半世紀で１等賞金2000倍、宝くじの“夢”は何倍に？
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せいえい 短信

虎
御
前
供
養
の
島
田
髷
ま
つ
り

【
静
岡
】
日
本
髪
の
美
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
島
田
髷
（
ま
げ
）
ま

つ
り
」（
静
岡
県
美
容
業
生
活
衛

生
同
業
組
合
な
ど
主
催
）
が
９

月
15
日
、
島
田
市
の
中
心
街
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
ろ
い
の

浴
衣
姿
で
、
「
文
金
島
田
」
や

「
島
田
元
禄
」
な
ど
の
島
田
髷
を

結
っ
た
髷
娘
た
ち
が
「
島
田
髷

小
唄
」
な
ど
に
合
わ
せ
て
踊
り

を
披
露
し
た
。

島
田
髷
は
、
鎌
倉
時
代
の
遊

女
で
、
島
田
生
ま
れ
の
虎
御
前

が
結
っ
た
の
が
初
め
て
と
伝
え

ら
れ
る
。
ま
つ
り
は
虎
御
前
へ

の
感
謝
と
供
養
を
か
ね
て
毎
年

９
月
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
昭
和
40
年
の
復
活
後

38
回
目
の
ま
つ
り
で
、
市
内
の

美
容
師
や
子
ど
も
ら
約
50
人
が

「
髷
道
中
」
に
参
加
。「
お
び
通

り
」
や
大
井
神
社
な
ど
市
内
５

か
所
で
奉
納
の
踊
り
を
披
露
し
、

観
光
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴

び
た
。

理
容
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
発
行

【
富
山
】
高
岡
市
の
理
容
店
９
店

が
、
共
同
で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
発
行
し
た
。
共
同
出
資
し
た

資
金
を
元
手
に
、
旅
行
券
な
ど

を
利
用
客
に
還
元
す
る
試
み
で
、

関
係
者
は
「
全
国
で
初
め
て
の

試
み
」
と
言
う
。

カ
ー
ド
を
発
行
し
た
の
は
、

富
山
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
高
岡
支
部
の
組
合
員
で
つ
く

る
「
高
岡
Ｂ
Ｔ
Ｃ
（
Ｂ
ａ
ｒ
ｂ

ｅ
ｒ
ｓ
　
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｃ
ｌ

ｕ
ｂ
）」
の
メ
ン
バ
ー
。
同
ク
ラ

ブ
は
長
年
の
利
用
客
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
今
年
５
月

に
結
成
、
６
月
か
ら
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
発
行
し
、
好
評
を
得

て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
と
抽
選

券
が
得
ら
れ
る
。
カ
ー
ド
は
各

店
で
し
か
使
え
な
い
が
、
抽
選

は
年
１
回
、
合
同
で
行
な
わ
れ
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
ペ
ア
招
待
券

や
旅
行
券
な
ど
総
額
１
０
０
万

円
相
当
が
当
た
る
。

子
ど
も
向
け
ふ
れ
あ
い
運
動

【
三
重
】
銭
湯
で
で
あ
い
、
ふ
れ

あ
い
、
か
た
り
あ
い
―
―
。
三

重
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
（
森
下
晃
行
理
事
長
、

加
盟
92
店
）
は
こ
の
５
月
か
ら
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
低

学
年
を
対
象
と
し
た
「
ふ
れ
あ

い
運
動
」
を
始
め
た
。

内
風
呂
し
か
知
ら
な
い
現
代

っ
子
が
銭
湯
に
来
て
、
父
母
や

近
所
の
お
年
寄
り
の
背
中
を
洗

う
た
び
に
ス
タ
ン
プ
を
押
す
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
や
、
銭
湯
で
の

マ
ナ
ー
を
呼
び
掛
け
る
塗
り
絵

用
紙
を
配
布
し
、
文
房
具
な
ど

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー
も
つ
く
っ
た
。
モ

デ
ル
は
組
合
副
理
事
長
で
伊
勢

市
の
「
常
磐
湯
」
２
代
目
、
渡

辺
重
雄
さ
ん
（
70
）。「
裸
を
撮

ら
れ
る
の
は
気
が
引
け
た
が
、

な
り
手
が
な
く
て
…
」
人
肌
脱

い
だ
。
孫
役
の
女
の
子
に
背
中

を
流
し
て
も
ら
う
お
じ
い
ち
ゃ

ん
を
演
じ
て
い
る
。

一
次
会
と
二
次
会
以
降
を
連
結

【
福
井
】
福
井
市
順
化
の
繁
華

街
・
片
町
で
、
一
定
の
料
金
で

一
次
会
と
二
次
会
以
降
の
店
を

組
み
合
わ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を

“期
間
限
定
”
で
試
み
た
。
名
前

は
「
街
を
歩
く
」
と
「
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
協
力
）」
を
掛
け

合
わ
せ
た
「
ア
ル
コ
ラ
ボ
」。

一
次
会
に
は
居
酒
屋
、
割
烹

店
な
ど
食
事
中
心
の
店
、
二
次

会
以
降
は
ス
ナ
ッ
ク
や
バ
ー
な

ど
が
参
加
。
一
次
会
の
店
は
一

人
３
千
円
、
二
次
会
以
降
の
店

は
、
３
千
円
、
４
千
円
、
７
千

円
の
３
段
階
に
分
け
た
う
え
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
額
に
見
合
う
内
容

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
が

条
件
。
２
月
15
〜
３
月
15
日
が

62
店
、
５
月
24
〜
７
月
15
日
が

59
店
参
加
し
た
。

こ
の
企
画
に
取
り
組
ん
で
い

る
一
人
、
飲
食
店
経
営
・
堀
川

秀
樹
さ
ん
（
44
）
は
「
値
段
を

明
確
に
し
、
そ
れ
以
上
の
サ
ー

ビ
ス
や
食
事
に
満
足
し
て
も
ら

え
ば
…
」
と
話
し
て
い
る
。
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個人消費が落ち込んでいるな

か、どうすれば消費者を呼び戻

せるか。この大きなテーマのも

とで、機会があるごとに消費者

の意見・要望を捉え、その意

見・要望を営業者に反映すべ

く、さまざまな事業のなかで講

習会等を開催して、お客様に喜

ばれる店づくりの推進に努めて

います。この活動は、営業者自

身の意識改革につながるものと

なっています。それを支えてい

るのが指導センターであり、そ

のスタッフ一同が一丸となっ

て、営業者の方々から信頼され

る環境づくりを心がけていま

す。

■生衛業の経営健全化に関する

事業

センター内の常設相談室や県

下６地区で開設する地区相談室

において、営業者に対し、経

理・税務・法律・融資等経営に

関する相談指導を実施していま

す。さらには、業種別に需要開

拓と組合員の資質向上を図るた

めの経営講習会や消費者の生衛

業等に対する苦情・要望等消費

者ニーズを把握し、生衛業振興

のための消費者懇談会を開催し

ています。

また、経営特別相談員は、傘

下組合員の営業店を巡回し、経

営全般にわたって指導を行って

います。

■指導体制の強化事業

生活衛生同業組合協議会に

11の支部を設立し、地区別・

業種別に268人（2000年４月１

日現在）の経営特別相談員を配

置、各協議会支部ごとに特相部

会を組織しています。特相部会

は年２回開催し、経営特別相談

員は、次の研修会に参加して資

質の向上に努めています。

①体験発表と意見交換会の開

催

県内６地区において、国民生

活金融公庫の融資課長を招き、

それぞれ経営特別相談員３人が

体験発表。それをもとに、参加

した経営特別相談員全員で意見

要望等を含めて討議し、各人の

資質向上に役立てています。

②講演会の開催

県内の著名人に、景気や生衛

業の動向等について講演を依頼

し、経営特別相談員の景況等の

知識習得を図っています。

③宿泊研修の開催

組合員と経営特別相談員が一

堂に会し、行政・金融機関から

講師を招いて生衛業関係の講演

会を開催。また、経営特別相談

員相互の情報交換会を実施し、

組合・地域を越えた役員・経営

特別相談員間の交流を図ってい

ます。

■融資指導事業

生衛業者の経営改善等の相談

に応じ、国民生活金融公庫の生

活衛生融資の借り入れについ

て、相談指導を行うとともに、

知事推薦事務を行っています。

また、各組合の経営特別相談員

が行う小企業等設備改善資金融

資推薦事務に関して、経営特別

相談員に対する相談・指導を行

い、融資指導の促進を図ってい

ます。

■活性化促進事業・まちおこし

推進事業

県内の地方都市のなかで、商

業活動面で地盤沈下等の諸問題

栃木県生活衛生営業指導センター

リポート〈センターをたずねて〉

◇猪俣　治太郎専務理事に聞く◇

宇都宮市塙田１-３-５

砂川ビル内

理 事 長　柳　　　勲氏

専務理事　猪俣治太郎氏

職 員 数　５人

（うち経営指導員３人）

柳理事長 猪俣専務理事
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栃木県生活衛生営業指導センター

「消費者に喜ばれる店づくり」を目指して意識改革を

を抱え、その改善が必要とされ

る地域を指定し、「お客様に喜

ばれる店づくり」をテーマに、

生衛業者が当該地域住民とのコ

ミュニケーションの促進を図り

ながら、商店街の活性化に寄与

するために次の事業を行ってい

ます。

①住民意識調査の実施

②イベントの開催

③営業者・従業員研修会の開

催

■苦情処理対策事業

生活衛生関係営業に関する利

用者、もしくは消費者からの苦

情などの相談に応じ、生活衛生

同業組合等の協力を得ながら、

営業者等への適切な指導を行っ

ています。

■標準営業約款推進事業

標準営業約款普及促進につい

ては、関係機関や団体と連携し、

ポスター・チラシ＝写真＝を配

布しています。その一方で、

県・市町村の広報誌等への広報

を依頼し、県民だよりへの掲載

やとちぎテレビでの放映などで

取り上げられ、行政や報道機関

の理解を得て普及促進活動を展

開しています。

■広報事業

健康福祉センターにおいて営

業許可を受けた新規開業者に組

合加入を勧める「生活衛生同業

組合ご加入のすすめ」や、「生

活衛生指導センター利用のしお

り」を作成し、組合加入の促進

を図っています。また年４回

（各11,000部）、広報誌「生活衛

生とちぎ」を発行し、組合員、

関係団体・機関に配布していま

す。

５年に一度、生活衛生営業

指導に功績を残した方々を表

彰する記念大会が開かれまし

た。とくに今年は生衛法制定

45周年、環境衛生金融公庫

（現国民生活

金融公庫）設

立 3 5 周年、

栃木県生活衛

生営業指導セ

ンター設立

20 周年を記

念する大イベ

ントになりま

した。

記念式典に

は462人が集

まり、会場に

入りきれない

人も出るほど

の盛況ぶりで

した。式典後

は表彰式が執

り 行 わ れ 、

158.人が表彰

されました。この大会は、14

業種の方々と一緒にセンター

のスタッフも準備に奮闘し、

みなさんとの絆をより深めら

れたようです。

■大盛況だった５年に１度の記念大会

〈
と
ぴ
っ
く
す
〉

厚生労働省健康局長感謝状 ４人

中央会理事長感謝状 15人

知事功労賞 25人

大会長功労賞 51人

大会長経営特別相談員功労賞 17人

大会長優良施設 13人

大会長優良従業員 19人

大会長優良事務職員 ２人

大会長感謝状 12人

▲盛況だった記念式典の会場
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標準営業約款

働
い
て
い
る
と
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
住
人
と
の
付
き
合
い
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
で
も
せ
め
て
朝

晩
、
廊
下
で
す
れ
違
っ
た
時
ぐ

ら
い
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
か
「
こ
ん
ば
ん
は
」
と

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
の
が
、
隣

近
所
と
の
最
低
限
の
お
付
き
合

い
だ
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
は
あ
い
さ

つ
さ
え
も
で
き
な
い
大
人
が
増

え
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
人
間

関
係
も
ぎ
く
し
ゃ
く
す
る
と
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
出
来
事

に
出
会
っ
た
。

先
日
、
出
勤
の
時
に
数
軒
先

の
住
人
に
す
れ
違
い
ざ
ま
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

声
を
か
け
た
の
に
、
会
釈
ひ
と

つ
せ
ず
歩
い
て
い
っ
た
。
こ
の

人
だ
け
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

別
の
晩
、
玄
関
で
偶
然
一
緒
に

な
っ
た
女
性
に「
こ
ん
ば
ん
は
」

と
声
を
か
け
た
が
無
視
さ
れ

た
。さ

ら
に
は
、
隣
の
家
の
夫
婦

が
午
前
零
時
過
ぎ
、
も
の
す
ご

い
大
声
で
夫
婦
げ
ん
か
を
始
め

た
。
そ
の
隣
の
家
の
奥
さ
ん
が

た
ま
り
か
ね
た
の
か
、
チ
ャ
イ

ム
を
な
ら
し
、「
大
変
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
時
間

な
の
で
、
も
う
少
し
静
か
に
し

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
と
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
ご
し
に
お
願
い
し

て
い
た
。
す
る
と
、
隣
の
家
の

ご
主
人
は
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
ご

し
に
「
う
る
せ
え
、
ば
か
や
ろ

う
」
と
怒
鳴
っ
て
切
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
。

隣
家
と
そ
の
隣
の
家
の
住
人

同
士
も
日
ご
ろ
か
ら
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
て
い
れ
ば
も
う
少
し

別
の
言
い
方
が
あ
っ
た
だ
ろ
う

に
、
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

東
京
都
が
昨
年
行
っ
た
世
論

調
査
「
社
会
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
」

を
見
る
と
、
最
近
マ
ナ
ー
や
ル

ー
ル
を
守
れ
な
い
子
供
が
増
え

た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由

を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
正
し
い
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
大

人
が
増
え
て
い
る
か
ら
」
と
答

え
た
人
が
最
も
多
か
っ
た
。
ま

た
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

問
い
に
対
し
て
「
大
人
が
率
先

し
て
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
感
謝

の
言
葉
を
言
う
」
と
い
う
項
目

が
上
位
に
入
っ
て
い
る
。

こ
の
調
査
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
「
こ
ん
に
ち
は
」
や

「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
、
ほ
ん

の
短
い
言
葉
で
も
日
常
的
に
交

わ
す
こ
と
が
、
い
か
に
重
要
か

が
わ
か
る
。

朝
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

て
廊
下
を
か
け
て
い
く
小
学
生

の
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
時
、
こ
ち

ら
も
な
ん
だ
か
う
れ
し
く
な
っ

て
「
お
は
よ
う
」
と
答
え
た
。

マ
ナ
ー
を
知
ら
な
い
大
人
た
ち

が
多
い
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
だ

が
、
こ
の
子
供
の
様
子
に
、
少

し
救
わ
れ
た
気
が
し
た
。（
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
山
元
　
彩
）

最近マナー事情

時
候
の
言
葉
交
わ
せ
な
い
大
人
た
ち

Sマーク普及・登録促進月間

（財）全国生活衛生営業指導センターと各都

道府県センターは、「標準営業約款の普及・登

録促進月間」を今年も11月に設定し、厚生労

働省の後援、関係連合会・組合の協力を得て、

同制度の周知徹底を図るため各種活動を全国規

模で展開しました。

標準営業約款は法律に基づき、クリーニング、

理容、美容３業種の基本事項を定めており、シ

ンボルマークである「Ｓマーク」は３つの表示

適正化・実施確保の「Ｓ」をあらわしています。

①役務の内容・品質（standard）②衛生施設・

設備（sanitation）③損害賠償（safty）。

標準営業約款

は厚生労働大臣

の認可を受けて

設定するもので、

３業種のサービ

スや技術、設備の内容を適正・明確に表示する

ことによって消費者が店舗を選ぶさいの利便に

資することを目的とし、消費者保護のために設

けられたものです。しかし、登録は９万１千件

（今年３月現在）にとどまっているため、今年

も普及・登録促進月間を設け、消費者・営業者

に対する周知徹底を図ったものです。
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狛
犬
の
ル
ー
ツ
は
遠
く
古
代
オ
リ

エ
ン
ト
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
狛
犬
の
祖
先

と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

ラ
イ
オ
ン
は
王
の
権
力
を
守
る
と

い
う
思
想
が
、
中
国
を
経
て
日
本
に

も
渡
っ
て
き
て
狛
犬
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
最
初
の
狛
犬
は
、
平
安
時
代
、

宮
中
で
天
皇
の

守
護
獣
と
し
て

玉
座
の
前
に
置

か
れ
た
り
、
御
簾
が
風
で
乱
れ
な
い

よ
う
に
す
る
「
重
し
」
代
わ
り
に
使

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
時
代
の
狛
犬
は
、
正
確
に
は

「
獅
子
・
狛
犬
」
と
い
い
、
向
か
っ

て
右
側
が
獅
子
、
左
側
が
狛
犬
で
ワ

ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
獅
子

は
阿
像
で
口
を
開
き
、
角
な
し
。
狛

犬
は
吽
像
で
口
を
閉
じ
、
角
が
あ
る

と
い
う
の
が
基
本
で
す
。

こ
れ
を
神
殿
狛
犬
と
い
い
、
初
期

の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
木
製
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、江
戸
時
代
以
降
、

庶
民
が
神
社
に
奉
納
す
る
よ
う
に
な

っ
た
石
造
り
の
狛
犬
は「
参
道
狛
犬
」

と
呼
ば
れ
て
区
別
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
が
普
段
気
軽
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
参
道
狛
犬

（
石
造
り
の
狛
犬
）
の
ほ
う
で
す
ね
。

日
本
最
古
の
石
造
り
狛
犬
は
、
東

大
寺
南
大
門
裏
に
あ
る
狛
犬
で
、
建

久
７
（
一
一
九
六
）
年
の
建
立
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
半
島
の
石
工
を

呼
び
、朝
鮮
の
石
で
作
っ
た
も
の
で
、

両
方
と
も
口
を
開
い
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
日
本
独
自
の
狛
犬
の
形
式
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
狛
犬
と
い
う
よ
り

は
、中
国
の
獅
子
像
そ
の
も
の
で
す
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
庶
民
が
神

社
に
狛
犬
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
制
作
を
依
頼
さ
れ
た
石
工

た
ち
の
多
く
は
、
さ
て
、
狛
犬
と
は

ど
ん
な
も
の
な
の
か
と
、
首
を
ひ
ね

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

地
方
の
石
工
た
ち
は
宮
中
の
神
殿

狛
犬
な
ど
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

し
、
獅
子
（
ラ
イ
オ
ン
）
が
日
本
に

入
っ
て
く
る
の
は
明
治
以
降
で
す
か

ら
、
獅
子
だ
の
狛
犬
だ
の
と
言
わ
れ

て
も
、
ど
ん
な
姿
を
し
た
も

の
か
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た

は
ず
で
す
。
そ
の
結
果
、
た

だ
の
犬
の
よ
う
な
素
朴
な
狛
犬
も
た

く
さ
ん
作
ら
れ
ま
し
た
。

狛
犬
研
究
家
の
三
遊
亭
円
丈
さ
ん

は
、
こ
の
タ
イ
プ
を
「
江
戸
は
じ
め
」

と
名
づ
け
て
い

ま
す
。
私
た
ち

は
愛
情
を
込
め

て
「
は
じ
め
ち

ゃ
ん
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

は
じ
め
ち
ゃ

ん
の
特
徴
は
、

ま
ず
小
さ
い
こ

と
。
技
術
も
稚

拙
で
、
胴
の
下
が
く
り
ぬ
か
れ
て
い

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
ち
ゃ
ん
は
可
愛
い
も
の
が

多
い
の
で
、
人
気
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
で
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
号
が
刻
ま
れ
て
い

な
い
も
の
が
多
い
た
め
、
運
よ
く
は

じ
め
ち
ゃ
ん
に
出
逢
え
て
も
、
い
つ

作
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
正
確
な
情

報
は
ま
ず
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

年
号
が
確
認
で
き
て
い
る
も
の
で

は
、
山
梨
県
三
珠
町
の
応
永
十
二

（
一
四
〇
五
）
年
の
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、こ
の
年
号
が
本
当
な
ら
、

室
町
時
代
中
期
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

は
じ
め
ち
ゃ
ん
は
小
さ
い
も
の
が

多
い
た
め
、
無
造
作
に
拝
殿
前
な
ど

に
置
か
れ
て
い
る
と
、
盗
ま
れ
や
し

な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。で
も
、

厳
重
に
保
管
さ
れ
て
し
ま
え
ば
気
軽

に
会
え
な
く
な
る
わ
け
で
、
そ
の
へ

ん
が
「
は
じ
め
フ
ァ
ン
」
の
悩
み
の

種
で
も
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
近
く
に
も
、
は
じ
め

ち
ゃ
ん
が
ひ
っ
そ
り
と
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

■
狛
犬
鑑
定
団
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

http://kom
ainu.net

（「
狛
犬
鑑
定
団
」団
長
・
鐸
木
能
光
）

「
江
戸
は
じ
め
」
の
魅
力

六神石神社（岩手県遠野市青笹町瀬
内）のはじめちゃん。宝永７（1710）
年建立。目に悪戯書きされて、笑っ
ているように見える。

ティー ブレイク
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（財）全国生活衛生営業指導センター賛助会員
（50音順、11月25日現在）

アメリカンファミリー生命保険会社
〒１６３-０２３７東京都新宿区西新宿２－６－１　新宿住友ビル37階

AIU保険会社
〒１３０-８５６０東京都墨田区錦糸１－２－４　AIGタワー

株式会社エレベータシステムズ
〒１７１-００２１東京都豊島区西池袋３－29－９

株式会社弘環
〒１５０-００３１東京都渋谷区桜丘町29－7 ミノリハウスB－１

株式会社サンエイヂ
〒１００-０００６東京都千代田区有楽町１－６－４　千代田ビル７階

株式会社ダイワサービス
〒５５０-００１１大阪市西区阿波座１－５－16 大和ビル

株式会社トーコン・システムサービス
〒１１３-００３３東京都文京区本郷１－18－６　トーコンビル

株式会社ユニバーサルファミリー
〒１６４-００１２東京都中野区本町４－45－９　ユニバーサルビル

芝サン陽印刷株式会社
〒１０４-００３３東京都中央区新川１－22－13

社団法人日本サウナ協会
〒１０２-００８５東京都千代田区六番町１　番町一番館ビル２階

菅原印刷株式会社
〒１１１-００５１東京都台東区蔵前３－15－１

第一生命保険相互会社
〒１００-０００６東京都千代田区有楽町１－13－１

タカラベルモント株式会社
〒１０７-００５２東京都港区赤坂７－１－19 タカラ椅子会館内

中央法規出版株式会社
〒１５１-００５３東京都渋谷区代々木２－27－４

日本ハム株式会社
〒１０８-００７４東京都港区高輪３－25－23 京急第二ビル

日本標識株式会社
〒１４３-００１１東京都大田区大森本町２－４－９

季節の
うつろい

♪　「身体障害者補助

犬法」が10月からスタ

ートした。盲導犬、介助犬、聴導犬を公共施設

や交通機関へ同伴することを保障する法律だ。

先日、自宅近くで千葉市花見川区役所の市民

課職員、山口亜紀彦さん（30）と出会った。そ

ばに介助犬オリーブが控えている。23歳の時、

交通事故で車椅子生活となったが、99年に区

役所に採用された。山口さんの話では、オリー

ブの入店を断られることがしばしばあるとい

う。機会があったら、小誌に登場していただき、

お話を訊いてみたいと思う。（井）

正月用のしめ縄飾りを買い
求める人たち（兵庫県宝塚
市の清荒神清澄寺で）

編集後記

▲
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